
1. 重要な会計方針

　　重要な会計処理の原則及び手続きは、次のとおりである。

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　有価証券は、個別取得原価法を採用した。

(2) 基金引当金の計上基準について

　　　　顕彰・育成事業基金引当金及び周年記念事業基金引当金は、一般財団法人橋田文化財団基金

　　　取り扱い規定に基づいて計上する。

(3) 退職給与引当金の計上基準について

　　　　退職給与引当金は、一般財団法人橋田文化財団退職金規定及び役員退職慰労金規定に基づいて

　　　計上している。

(4) 資金の範囲について

　　　　資金の範囲には、現金預金、有価証券、未払金及び預り金を含めている。なお、前期末及び

　　　当期末残高は、下記 3. に記載するとおりである。

2. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

　基本財産

2,959 0 0 2,959

2,959 0 0 2,959

　特定資産

　　退職給与引当預金 13,600,000 0 13,600,000 0

　　公益目的有価証券 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

　　公益目的資産（預金）

　　　定期預金 440,012,716    264,654 90,000,000 350,277,370

　　　普通預金 7,602,631 94,579,016 57,420,276 44,761,371

447,615,347 94,843,670 147,420,276 395,038,741

公益目的資産合計 (A) 447,618,306 94,843,670 147,420,276 395,041,700

461,218,306 94,843,670 161,020,276 395,041,700

　　公益目的資産（流動資産） (B) （注2） （注3）

　　　普通預金 ▲ 15,925,298 15,925,298 14,011,980 ▲ 14,011,980

0

公益目的財産額合計 (A+B) 431,693,008 110,768,968 161,432,256 381,029,720

（注1）平成6年１月１日以降寄附を受けた著作権は財産評価がなされていないが、無形固定資産としての

　　　貸借対照表能力があるので、作品１話に対する備忘価額を１円として表示、令和8年3月31日現在、2959

　　　なお、当財団が著作権を有する作品のリストは作成保管されている。

（注2）当期増加額は、預金利息、定期預金取り崩し。

（注3）公益目的資産合計とした395,041,700円（A）に、流動資産から流動負債を引いた差額▲14,011,980円(B)

　　　を加算した額 381,029,720円が、公益目的財産としての総額となり、貸借対照内訳表における

　　　「実施事業等会計」の「一般正味財産期末残高」と一致している。
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3. 正味財産増減計算書の内訳表に記載されている法人会計における次期繰越収支差額の内容は次のとおりである。

科目

現金預金 545,179,017 555,303,779

有価証券 0 0

不動産 52,797,680 52,034,463

未収金 3,709,200 1,561,523

前払金 2,853,453 0

合計 604,539,350 608,899,765

未払金 2,897,196 2,065,199

預り金 715,939 985,479

合計 3,613,135 3,050,678

次 期 繰 越 収 支 差 額 600,926,215 605,849,087

前期末残高 当期末残高
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